
〔
論
文
〕

睡
虎

地
秦
墓
竹

簡
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．
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一
九
七
五
年
十
二
月
、
湖
北
省
雲
夢
県
県
城
の
西
の
関
門
西
部
、
睡
虎
地
の

墓
地
で
、
秦
始
皇
三
十
年
に
埋
葬
さ
れ
た
墳
墓
一
基
－
睡
虎
地
十
一
号
秦
墓

と
呼
ば
れ
る
1
が
発
掘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
同
時
に
発
掘
調
査
整
理
さ
れ
た
睡

虎
地
の
十
二
基
の
秦
墓
の
う
ち
の
一
基
で
、
他
の
十
一
基
の
墓
と
同
様
、
孝
感

地
区
第
二
期
亦
工
亦
農
文
物
考
古
訓
練
班
、
孝
感
地
区
文
化
局
、
．
雲
夢
県
文
化

局
、
県
文
化
館
、
県
宣
教
戦
線
、
湖
北
省
博
物
館
等
の
手
に
よ
っ
て
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
墓
は
已
に
一
九
七
四
年
に
発
掘
が
始
っ
て
い
た

所
の
、
後
に
秦
兵
馬
桶
と
し
て
そ
の
名
を
世
界
に
と
ど
ろ
か
せ
た
秦
始
皇
陵
第

一
、
二
、
三
号
兵
馬
偏
抗
ほ
ど
大
規
模
で
は
勿
論
な
か
っ
た
し
、
兵
馬
偏
抗
に

於
る
そ
の
精
激
に
し
て
雄
大
な
造
型
と
、
圧
倒
的
な
数
量
に
よ
っ
て
、
世
界
の

人
々
の
瞠
目
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
よ
う
な
発
掘
物
が
、
出
土
し
た
訳
で
は
な

か
っ
た
た
め
に
、
兵
馬
桶
発
掘
の
世
界
的
な
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
性
の
陰
に
隠

れ
て
、
当
時
は
些
か
色
槌
せ
て
見
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
単
に
考
古
学

　
　
　
睡
虎
地
案
墓
竹
簡
釈
文
註
解
H

的
な
立
場
か
ら
だ
け
で
な
く
、
古
代
文
化
吏
、
と
り
わ
げ
文
化
遺
物
の
少
な
い

と
さ
れ
て
来
た
秦
文
化
の
史
的
探
究
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
こ
の
睡
虎
地
秦

墓
の
発
掘
は
、
兵
馬
偏
抗
に
勝
る
と
も
決
し
て
劣
る
こ
と
の
な
い
空
前
の
歴
史

的
価
値
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
こ
の
睡
虎
地
秦
墓
か
ら
は
、

千
百
余
枚
に
の
ぽ
る
竹
簡
が
出
土
し
、
そ
の
大
部
分
は
始
皇
帝
が
中
国
最
初
の

統
一
国
家
を
統
治
七
て
い
く
為
に
強
力
に
押
し
進
め
た
と
思
わ
れ
る
政
策
基
盤

と
し
て
の
徹
底
し
た
法
治
政
治
の
為
の
法
葎
文
書
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
更

に
ま
た
、
そ
の
竹
簡
の
保
存
状
態
が
極
め
て
良
好
で
あ
り
、
ほ
ぽ
全
体
に
亘
っ

て
そ
の
解
読
が
可
能
な
状
態
で
あ
っ
た
為
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
詳
し
い
発
掘
状
況
が
く
文
物
V
　
一
九
七
六
年
第
六
期
に
、
「
湖
北
雲
夢

睡
虎
地
十
一
号
秦
墓
発
掘
簡
報
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
こ
の
、
孝

感
地
区
第
二
期
亦
工
亦
農
文
物
考
古
訓
練
班
（
も
っ
と
も
こ
の
組
織
は
極
め
て

臨
時
的
な
も
．
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
一
九
七
六
年
九
月
に
文
物
出
版
杜
か
ら
刊

行
さ
れ
た
、
線
装
本
の
峡
入
り
「
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
」
は
、
．
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡

整
理
小
組
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
）
に
よ
る
一
「
簡
報
」
を
参
考
と
し
て
要
約
し

な
が
ら
そ
の
概
要
を
解
説
し
、
「
釈
文
注
解
」
ぺ
の
序
と
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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、
唾
虎
地
秦
墓
の
位
置
． 第

二
十
三
巻
第
四
号

　
睡
虎
地
は
雲
夢
県
に
あ
る
と
い
う
。
雲
夢
は
先
秦
期
に
は
楚
国
に
属
し
て
い

た
所
で
あ
る
。
先
秦
か
ら
秦
漢
に
到
る
ま
で
は
、
長
江
の
本
流
と
、
そ
の
支
流

の
一
つ
で
あ
る
漢
水
及
び
清
発
水
と
に
囲
ま
れ
た
広
大
な
湿
地
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
宋
玉
に
よ
っ
て
楚
の
嚢
王
と
雲
夢
の
台
に
遊
ん
だ
時
を
設
定
し
て
作

ら
れ
た
く
高
唐
賦
V
に
、
李
善
は
、
「
雲
夢
楚
藪
也
、
在
南
郡
華
容
縣
。
」
と
注

し
て
い
る
。
こ
れ
は
く
周
橦
V
の
鄭
注
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
賦
で
は
雲
夢
の

一
部
で
あ
る
高
唐
台
、
そ
し
て
巫
山
へ
と
連
な
る
大
自
然
の
偉
容
が
、
厳
選
さ

れ
た
美
辞
麗
旬
を
つ
ら
ね
て
描
か
れ
て
い
る
。
尤
も
今
、
巫
山
は
蜀
の
地
、
四

川
省
に
属
し
、
湖
北
省
の
雲
夢
か
ら
は
四
百
キ
ロ
は
離
れ
て
い
よ
う
か
ら
、
雲

夢
の
地
か
ら
巫
山
⊥
局
唐
台
を
見
る
と
い
う
の
は
些
か
文
学
性
に
の
っ
と
っ
て

の
み
理
解
さ
れ
う
る
表
現
で
あ
ろ
う
。
ま
た
司
馬
相
如
の
く
子
虚
賦
V
に
は
、

「
臣
聞
楚
有
七
澤
、
嘗
見
其
一
、
未
観
其
錐
也
。
臣
之
所
見
蓋
特
其
小
小
者
耳
。

名
日
雲
夢
、
雲
夢
者
方
九
百
里
」
と
あ
る
。
そ
し
て
相
如
は
、
そ
の
雲
夢
の
大

沢
を
縦
横
に
駆
け
め
ぐ
り
狩
を
す
る
楚
王
の
勇
壮
な
姿
を
極
め
て
躍
動
的
に
描

　
　
　
　
　
●

い
て
い
る
。
藪
は
く
説
文
V
に
、
「
大
澤
也
」
と
し
、
更
に
続
け
て
、
「
九
州
之

藪
、
揚
州
具
厘
、
荊
州
雲
夢
、
豫
州
甫
田
、
青
州
孟
諸
、
菟
州
大
野
、
離
州
弦

圃
、
翼
州
楊
粁
、
井
川
昭
鉄
耶
是
也
。
」
と
あ
り
、
雲
夢
の
地
が
当
時
か
ら
有

名
な
九
大
湿
源
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。
更
に
こ
の
地
一
帯
が
漢
代
に

は
以
上
の
如
く
、
古
来
か
ら
の
伝
説
と
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
景
勝
の
地
で
も
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
所
か
ら
考
え
る
と
、
秦
代
に
於
て
も
や
は
り
已
に
同
様
の
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

価
が
下
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
楚
の
都
、
郭
、
江
陵
か
．

ら
も
そ
う
遠
く
な
い
こ
の
一
帯
は
、
秦
か
ら
み
て
も
政
治
的
に
は
決
し
て
な
い

が
し
ろ
に
は
出
来
な
い
可
成
り
重
要
な
地
で
は
あ
っ
た
は
づ
で
あ
る
。

　
亦
工
亦
農
訓
練
班
の
発
掘
簡
報
で
は
、
」
睡
虎
地
が
雲
夢
地
区
の
ど
の
あ
た
り

に
位
置
す
る
の
か
明
か
で
な
い
。
ま
た
地
圏
出
版
社
一
九
七
四
年
A
中
華
人
民

共
和
国
分
省
地
團
集
V
を
見
て
も
睡
虎
地
と
い
う
地
名
は
見
あ
た
ら
な
い
。
し

か
し
簡
報
に
、
「
官
（
十
一
号
墓
）
的
北
面
与
九
号
、
十
号
墓
緊
部
井
列
「
東

南
距
云
夢
火
本
姑
約
一
百
余
米
」
と
あ
る
か
ら
、
雲
夢
駅
か
ら
北
西
百
メ
ー
ト

ル
ぐ
ら
い
の
所
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
こ
は
雲
夢
の
大
沢
の
東
北
の
隈
に
当
り
、

鄭
注
や
李
善
注
の
雲
夢
は
南
部
の
華
陽
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
雲
夢
大
沢
の
西

北
の
隈
で
あ
り
、
雲
夢
は
古
代
か
ら
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
沢
で
あ
っ
た
こ
と

が
知
れ
る
。

二
、
墓
葬
形
態

　
こ
の
墓
は
長
方
形
の
堅
穴
式
の
土
抗
墓
で
、
墓
道
は
な
い
、
墓
の
口
は
東
西

四
・
ニ
ハ
メ
ー
ト
ル
南
北
の
巾
は
三
米
、
地
表
土
か
ら
○
・
三
米
で
、
墓
の
口

か
ら
墓
の
底
ま
で
は
五
・
一
米
で
あ
る
。
墓
抗
の
東
部
に
一
つ
の
両
開
き
の
板

戸
を
つ
け
た
壁
空
が
あ
り
、
そ
こ
に
傘
蓋
を
つ
け
た
も
の
見
車
一
つ
と
、
そ
の

車
を
鞠
く
三
匹
の
色
彩
を
ほ
ど
こ
さ
れ
た
木
の
足
の
泥
馬
と
二
つ
の
彩
色
さ
れ

た
泥
偏
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
木
榔
の
蓋
板
の
上
に
完
全
な
牛
の
頭
骨
が
あ
っ

た
。
こ
れ
は
埋
葬
時
に
行
わ
れ
た
祭
記
と
関
係
が
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
榔
室

は
東
西
の
長
さ
三
・
五
二
米
、
南
地
の
巾
が
一
・
七
二
米
、
榔
板
の
下
か
ら
榔

睡虎地秦墓竹簡釈文註解(一)
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板
の
上
ま
で
の
高
さ
は
一
・
一
六
米
で
榔
室
の
蓋
は
底
を
平
に
削
っ
た
丸
木
を

横
に
十
枚
並
ぺ
て
あ
っ
た
。
榔
室
は
横
板
に
よ
っ
て
頭
箱
を
棺
室
の
二
つ
の
部

分
に
分
け
ら
れ
て
い
て
、
両
者
は
上
面
を
約
十
四
セ
ン
チ
の
板
で
厳
密
に
封
閉

さ
れ
て
い
た
が
、
ま
た
横
板
の
下
に
は
両
開
き
の
戸
が
設
け
ら
れ
て
お
り
頭
箱

と
棺
室
は
通
じ
あ
っ
て
い
た
。
榔
室
に
は
水
が
七
十
八
セ
ン
チ
米
程
た
ま
っ
て

い
た
が
ド
ロ
は
な
か
っ
た
。
頭
箱
は
榔
室
の
西
部
に
あ
り
、
長
さ
一
米
、
巾
○

・
五
六
米
が
あ
る
。
棺
室
は
榔
室
の
東
部
で
、
長
さ
二
・
二
六
米
、
巾
一
米
で

一
つ
の
木
棺
が
置
か
れ
て
い
た
。
木
棺
は
長
方
形
の
箱
型
で
、
長
さ
二
米
、
巾

○
・
七
四
米
、
高
さ
○
・
七
二
米
で
あ
っ
た
。
棺
の
蓋
の
両
端
に
近
い
所
に
は

そ
れ
ぞ
れ
八
重
に
ま
き
つ
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
麻
縄
の
痕
述
が
見
い
出
さ

れ
、
棺
の
側
面
は
、
白
絹
と
錦
で
つ
つ
ま
れ
た
草
の
束
が
あ
っ
て
棺
を
保
護
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
棺
の
蓋
板
は
厳
重
に
は
封
ぜ
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
榔

室
内
の
水
が
棺
内
に
侵
入
し
て
い
た
。
棺
の
底
板
の
上
に
は
約
一
セ
ン
チ
米
の

厚
さ
に
粟
粒
が
し
か
れ
て
い
た
。
発
掘
整
理
し
た
と
き
、
棺
内
の
遺
体
は
已
に

朽
ち
、
た
だ
骨
格
だ
け
が
残
っ
て
い
た
。
た
だ
す
で
に
萎
縮
は
し
て
い
た
が
、

悩
髄
だ
け
が
ま
だ
残
存
し
て
い
た
。
関
係
部
門
の
鑑
定
に
よ
る
と
、
こ
の
遺
体

は
男
性
で
、
約
四
十
才
あ
ま
り
で
仰
お
向
け
で
、
肢
を
曲
げ
て
ほ
う
む
ら
れ
て

い
た
。

　
副
葬
晶
は
主
に
頭
箱
と
棺
内
に
置
か
れ
て
い
た
。
頭
箱
に
は
、
漆
、
竹
、

銅
、
陶
な
ど
に
よ
る
随
葬
器
物
が
置
か
れ
、
棺
内
に
は
千
百
枚
以
上
の
竹
簡
、

毛
筆
、
玉
器
、
漆
器
な
ど
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
他
墓
抗
の
東
の
端
の
壁
に

作
ら
れ
た
横
穴
と
、
榔
蓋
の
板
の
上
に
も
少
し
器
物
が
あ
っ
た
。

睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
釈
文
註
解
H

三
、
竹

簡

　
棺
内
に
原
蔵
さ
れ
て
い
た
竹
簡
は
全
部
で
千
百
五
十
五
枚
（
他
に
残
片
が
八

十
片
）
、
そ
れ
等
は
八
組
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
棺
内
の
遺
骨
の
頭
部
、
右
側
、
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第
二
十
三
巻
第
四
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■
一

・
．
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㎜一
鰯土出簡竹

足
部
、
腹
部
讐
の
場
所
に
あ
る
秩
序
を
以
っ
て
置
か
れ
て
い
た
。
少
数
の
た
ま

っ
て
い
た
水
に
浮
い
て
動
き
散
乱
し
た
も
の
と
、
足
の
部
分
に
置
か
れ
て
い
た

も
の
が
破
損
が
比
較
的
多
い
と
い
う
以
外
は
、
大
部
分
の
竹
簡
の
保
存
状
態
は

極
め
て
良
好
で
あ
っ
た
。
竹
簡
の
大
体
は
長
さ
二
十
三
二
～
二
七
・
八
セ
ン

チ
米
、
巾
○
・
五
～
○
・
八
セ
ン
チ
米
で
あ
り
、
墨
で
秦
隷
書
体
で
書
か
れ
て

い
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
文
字
は
ほ
と
ん
ど
す
ぺ
て
が
極
め
て
は
■
っ
き
り
と
し

て
お
り
判
読
は
充
分
可
能
で
あ
る
。
竹
簡
の
上
に
残
さ
れ
た
縄
目
の
あ
と
か

ら
、
竹
簡
は
上
中
下
の
三
段
に
亘
っ
て
細
い
縄
で
そ
の
順
序
に
随
っ
て
編
ま
れ

て
、
冊
を
な
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
、
整
理
に
当
っ
た
時
に
は
こ
う
し
た

細
い
絶
は
已
に
朽
ち
て
、
そ
の
順
序
は
多
く
乱
れ
て
い
た
。

　
竹
簡
の
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
一
、
〈
編
年
記
V

　
二
、
〈
語
書
V

　
三
、
〈
秦
律
十
八
種
v

　
四
、
〈
敷
律
v

　
五
、
〈
秦
律
雑
抄
V

四

　
六
、
〈
法
律
答
問
v

　
七
、
〈
封
診
式
v

　
八
、
〈
爲
吏
之
遣
V

　
九
、
〈
日
書
v
甲
種

　
十
、
〈
日
書
V
乙
種

　
こ
れ
等
の
う
ち
、
〈
語
書
V
、
〈
致
律
V
、
〈
封
診
式
V
、
〈
目
書
V
乙
種
の
四
種

は
竹
簡
上
に
題
名
が
書
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
は
、
一
九
七
七
年

に
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
が
擬
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

四
、
蹟
葬
器
物

㌻
　
こ
の
墳
墓
は
大
量
の
竹
簡
の
他
に
七
十
余
件
σ
器
物
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
そ
の
殆
ん
ど
大
部
分
の
も
の
が
保
存
状
態
が
き
わ
め
て
良
好
で
あ
っ

た
。
主
な
も
の
は
漆
、
木
、
竹
、
銅
、
鉄
、
陶
と
玉
石
等
の
類
で
あ
り
、
漆
器

が
最
も
多
い
。

　
H
　
筆
記
工
具

　
　
－
筆
三
本
（
ケ
ー
ス
附
き
）

　
　
2
　
銅
刀
一
件

　
目
　
漆
器
　
四
十
件
近
い
、
だ
が
一
つ
の
漆
圓
奮
（
化
粧
道
具
を
入
れ
る
小

　
　
　
箱
）
だ
け
が
棺
内
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
他
は
、
頭
箱
に
置
か
れ
て

　
　
　
い
た
。
そ
の
う
ち
耳
杯
は
二
十
三
件
、
奮
三
件
、
孟
、
后
、
食
、
七
各

　
　
　
々
二
件
、
笥
、
六
博
棋
盤
（
将
棋
の
一
種
）
が
各
々
一
件
、
あ
る
も
の

　
　
　
は
器
の
上
に
烙
印
と
針
刻
文
字
が
あ
っ
た
。
文
字
と
符
号
に
は
二
種
類

睡虎地秦墓竹簡釈文註解(一)
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あ
り
、
一
種
は
針
刻
の
も
の
で
「
士
五
軍
」
「
陰
里
口
」
「
張
二
」
「
十
」

　
　
「
升
」
な
ど
が
あ
り
、
他
の
も
う
一
種
は
「
口
亭
」
「
包
」
「
□
□
亭
上
」

　
　
な
ど
の
烙
印
で
あ
る
。

　
1
　
孟
は
二
件
で
、
外
底
に
そ
れ
ぞ
れ
コ
苧
」
の
烙
印
や
、
針
刻
さ
れ
た

　
　
「
升
」
や
「
十
」
な
ど
の
文
字
符
号
が
見
ら
れ
る
。

　
2
　
圓
倉
二
件
、
両
者
と
も
そ
の
外
底
に
〕
苧
」
「
口
」
の
烙
印
文
字
が

　
　
ニ
ケ
所
あ
り
、
下
腹
に
近
い
底
に
「
包
」
の
烙
印
が
一
ケ
所
、
更
に
一

　
　
つ
の
蓋
の
上
に
「
陰
里
□
」
の
針
刻
文
字
が
あ
る
。

　
　
樽
一
件
、
こ
れ
も
や
は
り
外
底
部
に
烙
印
文
字
が
あ
る
。

　
3
后
一
件
．
（
さ
か
づ
き
）

　
4
　
耳
杯
二
十
三
件
「
う
ち
最
大
の
二
件
の
外
底
に
と
も
に
「
亭
上
」
等

　
　
の
烙
印
が
あ
り
、
ま
た
針
刻
文
字
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。
他
に
七
件
の

　
　
小
耳
杯
の
外
底
に
は
「
□
亭
」
の
烙
印
一
「
士
五
軍
」
の
針
刻
文
字
、

　
　
及
び
「
非
」
の
針
刻
符
号
が
み
え
る
。

　
5
　
彩
絵
圓
奮
一
件
、
出
土
し
た
時
中
に
銅
鏡
、
木
の
椀
が
そ
れ
ぞ
れ
一

　
　
件
あ
っ
た
。

　
6
　
六
博
棋
一
組
、
棋
盤
の
上
面
に
は
六
博
棋
の
紋
が
刻
さ
れ
て
い
た
。

　
　
ま
た
六
本
の
算
篶
、
十
二
箇
の
六
種
棋
子
も
同
時
に
出
土
し
た
。

目
　
陶
器
六
件
　
そ
れ
ぞ
れ
器
の
上
に
は
す
べ
て
「
安
陸
市
亭
」
の
方
形
の

　
　
印
が
お
し
て
あ
っ
た
。

　
1
　
小
口
食
二
件
、
と
も
に
肩
の
部
分
に
「
安
陸
市
亭
」
の
印
が
お
し
て

　
　
あ
る
。

　
2
　
小
壷
一
件
、
肩
の
上
部
に
「
安
陸
市
亭
」
の
印
が
一
箇
所
。

　
　
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
釈
文
註
解
H

餐
文
．

陶
印
口
的
小
上

〕

て
年
っ

べ
7
6
と

す
1
9
ら

は
＞
か

図
物
期

上
文
6

以
＜
第
た

⊂

　
3
　
甑
一
件
、
底
部
に
や
は
り
「
安
陸
市
亭
」
の
印
が
一
箇
所
。

㈲
　
銅
器
十
件
、
主
な
も
の
は
鼎
、
銃
、
嚢
、
匝
、
勺
、
剣
、
削
力
な
ど
で

　
あ
る
が
、
文
字
、
符
号
な
ど
の
あ
る
も
の
は
一
切
な
い
。

　
1
　
鼎
二
件
、

　
2
　
紡
二
件
、

　
3
　
嚢
一
件
、

　
4
　
鏡
一
件
、

㈲
　
そ
の
他
　
鉄
釜
、
竹
客
、
竹
筒
、
竹
同
、
竹
扇
、
竹
弁
、
竹
管
、
竹

　
笥
、
轟
璃
環
、
角
環
、
骨
管
、
麻
轄
、
糸
網
倉
、
そ
れ
に
牛
、
豚
、
鶏
の

　
遺
骸
に
棄
、
桃
の
た
ね
な
ど
が
あ
っ
た
。

編
　
年

配

　
竹
簡
は
全
部
で
五
十
三
枚
か
ら
な
り
、
墓
主
の
頭
骨
の
下
か
ら
発
見
さ
れ

た
。
そ
の
出
土
状
況
か
ら
み
て
、
こ
の
五
十
三
枚
で
本
来
一
巻
を
成
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
』
前
に
記
し
た
よ
う
に
、
竹
簡
は
一
・
枚
約
○
・
五
ミ
リ
～
O

・
八
ミ
リ
の
巾
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
全
体
の
長
さ
は
二
七
セ
ン
チ
～
四
三
セ
シ

チ
以
上
あ
り
、
巻
を
成
し
た
時
に
竹
簡
と
竹
簡
と
の
間
が
ど
れ
程
の
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

睡虎地秦墓竹簡釈文註解(一)
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阪
南
論
集
　
人
文
・
自
然
科
学
編
　
第
二
十
三
巻
第
四
号

っ
た
か
今
解
ら
な
い
が
、
ほ
ぼ
竹
簡
の
巾
と
同
じ
も
の
と
計
算
す
れ
ば
、
一
巻

の
長
さ
は
約
五
四
セ
ン
チ
～
八
六
セ
ン
チ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
巻
を
解
い
た

と
き
に
余
り
に
長
い
と
取
扱
い
に
不
便
で
あ
っ
た
ろ
う
か
ち
、
当
時
の
竹
簡
の

一
巻
の
長
さ
は
大
体
七
〇
セ
ン
チ
前
後
ぐ
ら
い
が
標
準
で
あ
っ
た
も
の
と
恩
わ

れ
る
。
こ
の
く
編
年
記
v
は
上
下
二
欄
に
分
れ
て
書
か
れ
て
お
り
、
第
一
簡
か

ら
第
五
十
三
簡
ま
で
先
づ
上
欄
を
書
き
終
っ
て
か
ら
、
も
と
に
戻
っ
て
第
一
簡

か
ら
簡
五
十
三
簡
に
む
か
っ
て
下
欄
に
書
き
綴
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と

は
、
こ
れ
は
竹
簡
一
枚
一
枚
書
い
た
も
の
を
後
に
一
巻
に
し
た
の
で
は
な
く
、

最
初
か
ら
一
巻
を
な
し
た
も
の
に
書
き
綴
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
く
編
年
記
v
で
は
下
欄
末
尾
の
欄
が
相
当
空
白
の
咳
ま
で
残
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
巻
子
が
以
後
書
く
ぺ
き
量
に
合
せ
て
成
巻
さ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
己
に
出
来
上
っ
た
巻
子
に
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
こ
の
巻
子
の
長
さ
が
当
時
の
巻
子
の
ほ
ぼ
標
準
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
理

由
で
あ
る
。
〈
汲
塚
竹
書
記
年
V
な
ど
も
出
土
当
時
に
は
同
様
の
形
態
を
有
し

て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

　
〈
編
年
記
v
は
昭
王
元
年
か
ら
始
皇
三
十
年
ま
で
九
十
年
に
つ
い
て
書
か
れ

て
お
り
、
上
欄
は
昭
王
元
年
か
ら
五
十
三
年
ま
で
、
下
欄
は
昭
王
五
十
四
年
か

ら
始
皇
三
十
年
ま
で
で
あ
る
。
一
九
七
六
年
九
月
に
、
前
に
く
発
掘
簡
報
V
を

作
成
し
た
亦
工
亦
農
考
古
訓
練
班
に
替
っ
て
新
た
に
組
織
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
が
編
集
し
、
文
物
出
版
社
が
出
版
し

た
、
線
装
七
巻
本
峡
入
り
に
取
ら
れ
た
竹
簡
写
真
図
版
を
見
る
と
、
昭
王
元
年

か
ら
四
十
四
年
ま
で
は
、
そ
の
字
体
が
極
度
な
右
上
り
、
左
上
り
を
交
え
て
比

較
的
粗
い
の
に
対
し
、
昭
王
四
十
五
年
以
後
は
可
成
り
均
衡
の
と
れ
た
肉
太
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

字
体
で
あ
っ
て
、
．
両
■
者
の
書
き
手
、
■
或
い
は
■
書
写
時
期
の
違
い
を
感
じ
さ
せ

る
。
ま
た
記
述
内
容
も
四
十
四
年
ま
で
は
簡
単
な
も
の
で
、
．
国
家
の
所
謂
大
事

記
的
な
も
の
の
み
で
あ
る
が
、
四
十
五
年
以
後
は
若
千
・
の
私
的
な
記
事
も
加
わ

っ
て
些
が
詳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

一
釈
文

に昭
王
元
年

a
二
年
、
攻
皮
氏
。

創三
年
靱四
年
、
攻
封
陵
。

副五
年
、
蹄
蒲
反
。

剛
六
年
、
．
攻
新
城
。

冊
七
年
、

劃
八
年
、

帽
九
年
、

ω
十
年
、

ω十
一
年

新
城
陥

新
城
錦
。

攻
析
。

（
〈
史
記
v
に
於
け
る
同
年
の
記
事
）

○
嚴
君
疾
爲
相
。
甘
茂
出
之
魏
。

○
庶
長
壮
與
大
臣
、
諸
侯
、
公
子
爲
逆
、
皆
謙
。

・
○
王
冠
。
與
楚
王
會
黄
棟
、
與
楚
上
庸
。

○
取
蒲
阪
。

○
魏
王
來
朝
騰
亭
、
復
與
魏
蒲
阪
。

○
蜀
侯
揮
反
、
司
馬
錯
定
蜀
。
庶
長
奥
伐
楚
、
斬

　
　
首
二
萬
。
浬
陽
君
質
於
齋
。

○
抜
新
城
。

○
使
絡
軍
芋
戒
楚
、
取
新
市
。
齋
使
章
子
、
魏
使

　
　
公
孫
喜
、
韓
使
暴
鳶
共
攻
楚
方
城
、
取
唐

　
　
昧
。

○
孟
嘗
君
蕗
文
來
相
秦
。
集
攻
楚
、
取
八
城
、
殺

　
　
其
絡
景
快
。

○
楚
懐
王
入
朝
秦
。
秦
留
之
蕗
文
以
金
受
冤
。
棲

　
　
緩
爲
丞
相
。

○
齋
、
韓
、
魏
、
超
、
宋
、
中
山
五
國
共
攻
秦
、
至

　
　
盛
氏
而
還
、
秦
與
韓
、
魏
河
北
及
封
陵
以
和
。

睡虎地秦墓竹簡釈文註解(一)
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匝
茗十
二
年

肚
雷
十
三
年
、
攻
伊
闘
く
闘
V
．

o
〇
十
四
年
、
伊
閣
〈
閾
〉
。

⑮
十
五
年
、

攻
魏
。

○
向
壽
伐
韓
、
取
武
始
。
左
更
白
起
攻
新
城
。

○
左
更
白
起
攻
韓
、
魏
於
伊
關
、
斬
首
二
十
四

　
　
萬
、
虜
公
孫
喜
、
抜
五
城
。

○
大
良
造
白
起
攻
魏
、
取
垣
、
復
予
之
。
攻
楚
、

　
　
取
宛
。

○
固
十
六
年
、
攻
宛
。

a
司十
七
年
、
攻
垣
、
枳
。
　
　
○
秦
以
垣
爲
蒲
阪
、
皮
氏
。

皿
8＋
八
年
、
攻
蒲
反
。
　
　
　
○
錯
攻
垣
、
河
擢
、
決
橋
取
之
。

⑱十
九
年
、
　
　
　
　
　
　
○
王
爲
西
帝
、
齊
爲
東
帝
、
皆
復
去
之
。

刎廿
年
、
攻
安
邑
。
　
　
　
　
○
王
之
漢
中
、
又
之
上
郡
、
北
河
。

剛廿
一
年
、
攻
夏
山
。
　
　
　
○
錯
攻
魏
河
内
。
魏
献
安
邑
秦
出
其
人
、
募
徒
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
賜
爵
、
赦
罪
人
遷
之
。
浬
陽
君
封
宛
9

勉廿
二
年
、
　
　
　
　
　
　
　
O
蒙
武
伐
齋
。
河
東
爲
九
縣
。
與
楚
王
會
宛
。
與

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟷
王
會
中
陽
。

倒廿
三
年
　
　
　
　
　
　
　
○
尉
斯
離
與
三
替
、
燕
伐
癖
、
破
之
濟
西
。
王
與

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魏
王
會
宜
陽
、
與
韓
王
會
新
城
。

剛廿
四
年
、
攻
林
。
　
　
　
　
　
與
楚
王
會
郡
、
又
曾
穰
。
秦
取
魏
安
城
、
至
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梁
、
燕
、
趨
球
之
、
秦
軍
去
。

㈲廿
五
年
、
攻
弦
氏
。
　
　
　
○
抜
趨
二
城
。
與
韓
王
會
新
城
、
與
魏
王
會
新
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
邑
。

㈱
廿
六
年
、
攻
離
名
。
　
　
　
○
赦
罪
人
遷
之
穰
。
侯
拝
復
相
。

㈲廿
七
年
、
攻
郡
。
　
　
　
　
　
錯
攻
楚
。
赦
罪
人
遷
之
南
陽
。
白
起
攻
趨
、
取

　
　
　
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
釈
文
註
解
H

回
国
廿
八
年
、

垣
団
廿
九
年
、

攻
口
。

攻
安
陸
。

㎝
冊
年
、
攻
口
山
。

㎝
舟
一
年
、
□
。

鯛
舟
二
年
、
攻
啓
封
。

㈱
升
三
年
、

伺
o

升
四
年
、

鯛皿
川
五
年

繍升
六
年

鮒
舟
七
年
、

㈱
舟
八
年
、

鰯
冊
九
年
、

ω
柑
年
軸
冊
一
年
、

⑫
冊
二
年
、

攻
察
、
中
陽
。

攻
華
陽
。

口
窟
剛
。

關
輿
。

攻
懐
。

攻
邪
丘
。

攻
少
曲
。

　
　
代
光
狼
城
。

　
大
良
造
白
起
攻
楚
、
取
郡
、
郵
、
赦
罪
人
遷

　
　
之
。

○
大
良
造
白
起
攻
楚
、
取
郭
爲
南
郡
、
楚
王
走
。

　
　
周
君
來
、
王
與
楚
王
會
嚢
陵
。
白
起
爲
武
安

　
　
君
。

」
○
白
起
伐
魏
、
取
雨
城
。
。
楚
人
反
我
江
南
。

○
相
秘
侯
攻
魏
、
至
大
梁
、
破
暴
鳶
、
斬
首
四

　
　
萬
、
鳶
走
、
魏
入
三
縣
請
和
。

○
客
卿
胡
■
（
傷
）
〔
陽
H
攻
魏
巻
、
察
陽
、
長
枇
、

　
　
取
之
。
撃
芒
卯
華
陽
、
破
之
、
斬
首
十
五

　
　
萬
。

○
秦
與
魏
韓
上
庸
地
爲
一
郡
、
南
陽
冤
臣
遷
屠

　
　
之
。

○
佐
韓
、
魏
、
楚
伐
燕
』
初
置
南
陽
郡
。

○
客
卿
．
竈
攻
齊
、
取
剛
、
壽
、
予
穰
侯
。

○
中
更
胡
（
傷
）

〔
陽
〕
．
攻
錨
關
與
、

○
悼
太
子
死
魏
、
蹄
葬
韮
陽
。

○
夏
、
攻
魏
、
取
邪
丘
、
懐
。

○
安
國
君
爲
太
子
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

不
能
取
。
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阪
南
論
集
　
人
文
・
泊
然
科
学
編
　
第
二
十
三
巻
第
四
号

㈹〔
耕
三
年
〕
　
　
　
　
　
　
O
武
安
君
白
起
攻
韓
、
抜
九
城
、
斬
首
五
萬
。

ω

冊
四
年
、
攻
大
行
・
口
攻
　
○
攻
韓
南
（
郡
）
〔
陽
〕
、
取
之
。

　
　
淋
ジ
一
、
｝
迄
ネ
　
一
－
　
　
元
年

　
　
　
．
｝
．
　
　
　
　
ミ
　
　
　
．
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
一
．
・
雪
p
・
三
年

　
　
嚢
．
蟹
■
勾
心
ぽ
四
年

　
　
瞬
湧
一
単
ミ
雫
凧
　
　
五
年

　
　
禰
憲
、
熱
，
、
、
　
　
　
六
年

　
　
警
、
、
㌧
ト
、
，
，
，
七
年

　
　
　
椰
響
ら
q
8
～
｛
モ
．
－
八
年

　
　
　
・
㎜
堵
“
牛
．
嶺
“
”
引
　
　
　
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
燃
楓
一
．
＾
籔
一
襲
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
看

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
三
年

　
　
鰺
串
怜
礫
，
ぽ
・
十
睾

　
　
鍔
わ
¢
．
降
・
．
芦
専
∴
鳩
～
．
．
㌻
十
五
年

蜂
｛
痘
．

」
川

‘
　
　
　
・
戻
．
、
三
婁

、
．
．
・
．
唐
．
9
葦

薮

鱗
顯
、

　
八

　
十
⊥
ハ
年

　
十
七
年

　
十
八
年

　
十
九
年

　
一
一
十
年

一
一
十
一
年

一
一
十
一
一
年

二
十
＝
．
一
年

一
一
十
四
年

一
一
十
五
年

ド
露
、
惨
箏
角
炊
二
十
六
年

、
雫
、
一
．
川
、
’
’
狐
｝
、
．
＾
、
，
二
十
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
、
雛
一
二
十
八
年

．
　
．

ヲ
浸
｛
．
‘

，
，
奴
ψ
翰
”
二
十
九
年

一
．
へ
」
養
一
．

，
一
、
丁
．
一
．

三
十
年

睡虎地秦墓竹簡釈文註解(一)
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”

扇
・
’
・
刻
、
ヅ
、
「
、

．
パ
■

」
浄

三
十
一
年

脚
繕
曽
青
オ
ー
．

三
十
二
年

鮒
曇
阜
タ
¢
ク
9
舳
三
十
三
年

．
　
1
■
1

■
・
．
．
－

．
ぎ
－
㌧

三
十
四
年

三
十
五
年

冷
域
水
一
跨
－
狐
三
十
六
年

3
琢
勾
熟
三
十
七
年

｛
ぐ
．

一
，
‘
口

グ

三
十
八
年

陰
に
一
二
十
九
年

壬
、
ム・曳
h

‘
，
蹴
陰
㌻
撃
一
置
■

四
十
年

四
十
一
年

紳
吾
三
孝
…

　
　
　
　
　
四
十
二
年

｝
“
苛
弔
妻
．
『

鋤
瀦
｛
資

忙
ゼ
「
琢
．
ザ
パ
．
’
、

一
　
．

四
±
二
年

四
十
四
年

睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
釈
文
註
解
H

藺
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o
o

ω
　
昭
王
は
、
〈
史
記
、
秦
本
紀
V
で
は
昭
嚢
王
に
作
っ
て
い
る
。
〈
韓
非
子
V
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

　
な
ど
で
は
例
え
ば
〈
外
儲
説
右
下
第
三
十
五
、
説
二
〉
で
「
秦
昭
王
有
病
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o
o

　
百
姓
里
買
牛
而
家
爲
王
薦
」
と
し
た
り
、
「
一
日
、
秦
昭
嚢
王
病
、
百
姓
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
之
薦
。
」
と
も
し
両
方
用
い
て
い
る
。
ま
た
く
史
記
、
六
國
年
表
V
で
は
昭

　
○
　
王
を
使
っ
て
い
る
。
後
の
荘
嚢
王
や
、
楚
の
頃
嚢
王
の
場
合
も
同
様
な
事
が

　
言
え
る
。
嚢
字
に
何
等
か
の
特
別
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
元

　
年
の
元
字
は
漢
代
の
隷
書
で
は
其
に
当
る
字
に
酷
似
し
て
い
る
。
し
か
し
こ

　
の
雲
夢
竹
簡
で
は
其
字
は
す
べ
て
其
字
の
ま
ま
で
使
わ
れ
て
い
お
り
未
だ
漢

　
隷
に
は
到
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
解
る
。

　
②
　
皮
氏
に
つ
い
て
は
、
〈
六
國
年
表
〉
秦
昭
王
元
年
の
魏
の
項
に
、
一
秦
撃

　
皮
氏
、
未
抜
而
解
。
」
と
あ
る
か
ら
魏
地
で
あ
ろ
う
。
皮
氏
そ
の
も
の
に
つ

　
い
て
は
あ
ま
り
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
〈
史
記
V
の
〈
正
義
〉
に
、
「
皮
氏
故

　
城
在
緯
州
龍
門
縣
西
一
里
八
十
歩
」
と
あ
る
か
ら
現
在
の
龍
門
の
あ
た
り
で

　
あ
ろ
う
。

③
　
三
年
に
つ
い
て
何
等
記
述
が
な
い
。
こ
の
く
編
年
記
v
は
昭
王
元
年
か
ら

　
最
後
の
今
三
十
年
ま
で
、
年
次
は
欠
け
る
こ
と
な
く
記
さ
れ
て
い
る
。
中
に

　
数
条
、
記
載
の
欠
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
等
は
簡
。

　
上
で
は
空
欄
と
な
っ
て
残
し
て
あ
る
所
か
ら
み
て
、
筆
者
は
記
入
し
た
が
何

　
等
か
の
理
由
に
よ
っ
て
そ
の
部
分
の
文
字
だ
け
が
、
悠
久
の
年
月
の
間
に
消

　
失
し
去
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
散
に
、
〈
編
年
記
v
・
は
最
初
か
ら
最
後
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

睡虎地秦墓竹簡釈文註解(一)
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阪
南
論
集
　
人
文
・
自
然
科
学
編
　
第
二
十
三
巻
第
四
号

　
で
の
年
次
が
先
づ
全
て
記
さ
れ
て
か
ら
、
そ
の
後
で
各
条
の
下
に
各
々
の
大

　
事
が
記
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
〈
春
秋
v
経
文
の
各
年
次
に
続

　
く
記
載
に
、
時
に
季
節
、
月
次
の
み
証
さ
れ
、
記
事
そ
の
も
の
が
記
さ
れ
て

　
い
な
い
も
の
が
あ
る
の
は
、
や
は
り
こ
の
．
〈
編
年
記
v
と
同
様
の
成
立
情
況

　
を
示
し
て
い
る
の
か
毛
七
れ
な
い
。

ω
　
〈
史
記
、
六
國
年
表
v
秦
昭
王
四
年
の
魏
哀
王
十
六
年
の
項
に
「
秦
抜
我

　
蒲
坂
、
督
陽
、
封
陵
」
と
あ
る
か
ら
、
封
陵
は
魏
地
で
あ
る
。
ま
た
〈
秦
本

　
紀
〉
昭
嚢
王
十
一
年
に
前
掲
の
如
く
、
「
秦
與
降
、
魏
河
北
及
封
陵
以
和
」

　
と
あ
り
、
〈
正
義
〉
に
「
封
陵
在
古
蒲
阪
縣
酉
南
河
曲
之
中
。
」
と
あ
る
。

　
〈
水
経
注
V
に
は
風
陵
に
作
る
。

㈲
　
〈
本
紀
V
（
〈
吏
記
、
秦
本
紀
V
を
略
称
す
）
四
年
に
、
「
取
蒲
阪
」
と
あ

　
り
、
五
年
の
条
に
、
「
復
興
魏
蒲
阪
」
ど
あ
る
。
ま
た
〈
六
國
表
〉
の
秦
昭

　
王
五
年
の
魏
の
条
に
侭
、
「
與
秦
會
臨
督
、
復
〔
婦
〕
我
蒲
坂
」
と
あ
る
。

　
散
に
こ
の
瞥
文
の
「
蹄
」
は
「
復
與
」
の
意
味
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
四
年

　
に
秦
が
取
っ
た
も
の
を
五
年
に
再
び
魏
に
返
し
て
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

　
ろ
う
。
蒲
反
は
、
蒲
阪
、
蒲
坂
で
本
来
魏
地
で
あ
る
。
〈
史
記
v
〈
正
義
〉
に
、

　
「
〈
括
地
志
V
云
、
蒲
阪
故
城
在
蒲
州
河
東
縣
南
二
里
、
即
発
舜
所
都
也
」
と

　
あ
る
。
蒲
州
は
現
在
の
山
西
省
南
西
の
端
、
永
済
の
西
に
あ
る
。

㈹
　
〈
本
紀
v
昭
嚢
王
六
年
に
、
「
庶
長
奥
伐
楚
」
と
あ
り
、
七
年
に
、
「
抜
新

　
城
」
と
あ
る
。
〈
正
義
〉
に
「
括
地
志
云
、
許
州
嚢
城
縣
既
古
新
城
縣
也
。

按
世
家
、
年
表
、
則
新
字
誤
作
嚢
字
。
」
と
す
る
。
新
を
嚢
と
誤
ま
る
根
拠

　
は
明
示
し
難
い
が
そ
の
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
く
編
年
記
V

　
は
同
時
資
料
と
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
〈
吏
記
V
は
二
百
年
程
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
降
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
〈
楚
世
家
〉
に
「
懐
王
二
十
九
年
、
秦
復
伐
楚
、

　
大
破
楚
軍
、
楚
軍
死
二
萬
、
殺
我
將
軍
景
歓
。
」
と
い
い
、
〈
年
表
〉
の
昭
王
。

　
七
年
の
楚
の
条
に
「
秦
取
我
嚢
城
、
殺
景
飲
」
と
あ
る
を
合
せ
考
え
れ
ば
や

　
は
り
嚢
城
は
新
城
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
新
城

　
は
楚
地
で
あ
っ
て
、
現
在
の
許
昌
の
南
西
に
あ
る
嚢
城
で
あ
ろ
う
。

㎝
　
前
掲
〈
本
紀
〉
の
、
「
抜
新
城
」
と
一
致
す
る
。
同
じ
く
前
掲
〈
年
表
〉
・

　
の
「
秦
取
我
嚢
城
」
と
も
一
致
す
る
。

⑧
　
蹄
字
は
写
真
図
版
で
、
帯
の
部
分
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
五
年
の

　
条
の
蹄
字
と
く
ら
べ
る
と
全
体
的
に
は
類
似
し
て
い
る
の
で
恐
ら
く
問
違
い

　
な
く
婦
字
で
あ
ろ
う
。
た
だ
そ
の
字
の
用
法
と
し
て
、
五
年
の
「
蹄
蒲
反
」

　
と
、
「
新
城
婦
」
と
は
意
味
的
に
何
如
に
異
っ
て
く
る
か
判
然
と
し
な
い
』

働
■
〈
本
紀
V
は
、
「
奥
攻
楚
、
取
八
城
、
殺
其
將
景
快
」
と
あ
り
、
〈
年
表
〉

　
の
楚
の
条
に
は
「
秦
取
我
十
六
城
」
と
あ
る
か
ら
析
も
楚
地
で
あ
り
、
八
城

　
か
或
い
は
十
六
城
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
尤
も
景
快
は
く
年
表
V
昭
王
七

　
年
、
楚
の
、
「
殺
景
敏
」
に
当
る
の
で
あ
ろ
う
。
析
は
整
理
小
組
く
睡
虎
地

　
秦
墓
竹
簡
V
一
九
七
八
年
十
一
月
刊
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
河
南
省
西
峡
の
あ

　
た
り
と
い
う
。

①
①
　
〈
本
紀
V
〈
年
表
〉
と
も
に
戦
争
の
記
事
は
な
い
。
　
　
、

ω
　
〈
本
紀
〉
に
、
「
齋
、
韓
、
魏
、
超
、
宋
、
中
山
五
國
共
攻
秦
。
。
」
と
あ
る

　
が
、
「
至
盤
氏
而
還
」
と
あ
る
か
ら
く
編
年
記
V
に
は
記
載
し
な
か
っ
た
も

　
の
か
。
た
だ
く
年
表
V
に
は
、
「
復
與
魏
封
陵
」
と
あ
り
、
〈
本
紀
〉
の
、
「
秦

　
與
韓
、
魏
河
北
及
封
陵
以
和
」
と
一
致
す
る
。

⑫
　
〈
年
表
〉
魏
の
条
に
、
「
秦
尉
錯
來
撃
我
嚢
」
と
あ
る
が
、
こ
の
嚢
は
、
前
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の
嚢
城
で
は
な
く
魏
地
で
あ
る
。

⑯
　
〈
本
紀
〉
に
、
「
左
更
白
起
攻
新
城
」
と
あ
り
、
〈
白
起
列
樽
V
に
、
「
白
起

　
爲
左
庶
長
、
將
而
撃
韓
之
新
城
。
」
と
あ
る
。
〈
正
義
〉
に
、
「
括
地
志
云
、

　
洛
州
伊
闘
懸
本
是
漢
新
城
縣
、
随
文
帝
改
爲
伊
關
、
左
洛
州
南
七
十
里
」
と

　
あ
る
か
ら
、
六
年
の
条
に
見
え
る
許
州
嚢
城
の
新
城
と
は
異
る
。
即
ち
河
南

　
省
洛
州
伊
川
の
近
く
で
あ
る
。
白
起
の
新
城
（
伊
關
）
攻
め
の
こ
と
は
〈
本

　
紀
〉
〈
年
表
〉
十
四
年
の
条
に
見
え
る
。
關
字
に
こ
の
く
編
年
記
V
で
は
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
o

　
字
を
用
い
て
い
る
。
闘
と
閾
と
の
通
用
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
つ
も
り
で

　
あ
る
。

ω
　
こ
の
条
は
、
伊
閥
と
い
う
地
名
が
一
つ
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
そ
の
記

　
さ
れ
た
意
味
が
判
然
と
し
な
い
。
写
真
図
版
を
見
る
限
り
、
下
に
何
等
か
の

　
記
述
が
あ
っ
た
よ
う
な
形
跡
も
み
ら
れ
な
い
。
〈
本
紀
〉
は
、
「
左
更
白
起
攻

　
韓
、
魏
於
伊
闘
」
と
記
し
、
〈
年
表
〉
に
は
、
「
白
起
撃
伊
」
と
あ
り
、
魏
の

　
項
に
も
、
「
佐
韓
撃
秦
、
秦
敗
我
兵
伊
顕
」
と
あ
る
。
ま
た
韓
の
項
に
も
、

　
「
秦
敗
我
伊
闘
」
と
あ
る
。
〈
正
義
〉
に
、
「
括
地
志
云
、
伊
閾
在
洛
州
南
十

　
九
里
。
水
経
注
云
、
音
大
萬
疏
龍
門
以
通
水
、
爾
山
相
封
、
望
之
若
閾
、
伊

　
水
歴
其
閲
、
故
謂
之
伊
閾
、
按
、
今
洛
南
猶
謂
之
龍
門
也
。
」
と
あ
る
か
ら
、

　
伊
閾
と
い
う
の
は
本
来
、
二
づ
の
峰
が
大
き
く
並
び
立
つ
城
門
の
よ
う
な
山

　
に
付
け
ら
れ
た
名
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

⑯
　
〈
本
紀
〉
に
、
「
白
起
攻
魏
、
取
垣
、
復
予
之
。
」
と
あ
り
、
〈
正
義
〉
は
、

　
「
垣
音
衰
、
前
条
取
蒲
阪
、
復
以
蒲
阪
與
魏
、
魏
以
爲
垣
、
今
又
取
魏
垣
、

復
與
之
、
後
秦
以
爲
蒲
阪
皮
氏
。
」
と
あ
る
。
蒲
阪
、
垣
、
皮
氏
は
ほ
ぼ
同

　
じ
地
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
〈
編
年
記
V
は
秦
の
側
か
ら
書
か
れ

　
　
　
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
釈
文
註
解
H

　
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
垣
と
呼
び
、
蒲
阪
、
皮
氏
を
呼
ん
で
い
る

　
の
は
、
そ
れ
等
が
全
く
同
じ
地
を
指
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
は
な
い
だ

　
ろ
う
か
。

⑯
　
〈
本
紀
〉
十
五
年
に
、
「
攻
楚
、
取
宛
」
と
あ
る
の
が
こ
れ
に
当
る
の
で
あ

　
ろ
う
。
〈
年
表
〉
韓
の
条
に
、
「
秦
抜
我
宛
城
」
と
あ
る
か
ら
、
宛
は
韓
地
で

　
あ
る
。
〈
韓
世
家
〉
籏
王
五
年
に
、
「
秦
抜
我
宛
」
と
あ
る
。
〈
年
表
V
に
も

　
同
じ
賛
王
五
年
は
秦
昭
嚢
王
十
六
年
に
当
る
。
そ
の
〈
正
義
〉
に
、
「
宛
、

　
郵
州
縣
也
、
時
属
韓
也
。
」
と
あ
る
。
〈
戦
國
策
v
楚
懐
王
二
十
八
年
（
秦
昭

　
王
六
年
）
に
、
「
齋
、
韓
、
魏
攻
楚
五
年
、
取
宛
葉
以
北
。
」
と
あ
っ
て
、
宛

　
は
も
と
楚
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。

㎝
　
〈
本
紀
〉
十
五
年
に
、
「
白
起
攻
魏
、
取
垣
、
．
復
予
之
」
と
あ
る
か
ら
、
〈
編

　
年
記
V
に
よ
れ
ば
、
秦
は
ま
た
も
や
、
魏
に
返
還
し
た
垣
を
攻
め
た
と
い
う

　
こ
と
に
な
る
。
或
い
は
〈
本
紀
〉
十
五
年
の
こ
の
記
事
が
く
編
年
記
v
＋
七

　
年
の
「
攻
垣
」
に
当
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
〈
本
紀
〉
十
七
年
に
、

㍉
秦
以
垣
爲
蒲
阪
、
皮
氏
」
と
あ
る
の
が
、
「
攻
垣
」
に
当
る
の
か
も
し
れ
な

　
い
。
し
か
し
〈
本
紀
〉
は
十
八
年
に
ま
た
「
錯
攻
垣
」
と
記
す
。

　
　
〈
本
紀
〉
十
六
年
に
、
「
在
更
錯
取
靱
及
郵
」
と
あ
り
、
〈
編
年
記
V
の
「
枳
」

　
は
恐
ら
く
こ
の
「
枳
」
で
あ
ろ
う
。
〈
史
記
、
集
解
V
に
、
「
地
理
志
河
内
有

　
枳
縣
、
南
陽
有
郵
縣
。
」
と
あ
り
、
〈
正
義
〉
に
「
括
地
志
云
、
故
郵
城
在
懐

　
州
濟
源
縣
東
南
十
三
里
、
故
郡
城
在
懐
州
河
陽
縣
西
三
十
一
里
、
並
六
國
時

　
魏
邑
也
、
按
、
二
城
相
連
、
■
故
云
及
也
』
」
と
す
る
。
枳
は
魏
地
で
あ
る
。

〈
年
表
〉
秦
昭
王
十
八
年
に
、
「
客
卿
錯
撃
魏
、
至
軟
、
取
城
大
小
六
十
二

■
と
あ
る
の
が
ヒ
れ
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
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⑱
　
蒲
反
は
、
〈
本
紀
〉
十
七
年
に
、
「
秦
以
垣
爲
蒲
阪
、
皮
氏
。
」
と
あ
る
か

　
ら
、
「
攻
蒲
反
」
は
、
〈
本
紀
〉
十
八
年
の
、
「
錯
攻
垣
」
と
同
事
を
述
べ
た
■

　
も
の
で
あ
ろ
う
。
〈
年
表
〉
も
魏
昭
王
七
年
（
秦
昭
王
十
八
年
）
に
、
「
秦
撃

　
我
。
取
域
大
小
六
十
一
。
」
と
述
ぺ
そ
れ
を
裏
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

　
て
〈
正
義
〉
は
、
「
蓋
蒲
阪
、
皮
氏
又
婦
魏
、
魏
復
以
爲
垣
、
今
重
攻
取
之

　
也
。
」
と
し
て
い
る
。

⑲
　
〈
本
紀
V
に
は
、
「
齊
破
宋
」
、
〈
年
表
〉
趨
に
、
「
秦
抜
我
桂
陽
」
と
あ
る

　
以
外
と
も
に
目
だ
つ
記
事
は
な
い
。

⑫
①
安
邑
に
つ
い
て
は
、
〈
本
紀
〉
二
十
一
年
に
、
「
錯
攻
魏
河
内
。
魏
献
安
邑
」

　
と
あ
る
。
〈
年
表
V
に
は
、
「
魏
納
安
邑
及
河
内
。
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
安
邑

　
は
魏
地
で
あ
る
。
〈
本
紀
〉
の
記
事
は
、
〈
編
年
記
V
に
基
け
ば
、
や
は
り
秦

　
に
前
年
か
ら
攻
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
記
事
は

　
く
吏
記
V
を
補
う
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

⑫
o
　
夏
山
に
つ
い
て
は
〈
年
表
〉
韓
の
条
に
、
「
秦
敗
我
兵
夏
山
。
」
と
あ
る
。

　
よ
っ
て
夏
山
は
韓
地
で
あ
る
。

働
　
〈
本
紀
〉
〈
年
表
〉
と
も
、
「
蒙
武
伐
齋
」
の
事
以
外
抜
伐
の
記
事
は
な
い
。
■

㈱
　
こ
の
年
は
秦
が
、
韓
、
魏
、
燕
、
超
と
協
同
し
て
齋
を
撃
っ
た
。
〈
編
年

　
記
V
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
秦
自
身
の
係
わ
り
が
そ
う
大
き
く
な
か
づ

　
た
為
で
あ
ろ
う
と
恩
わ
れ
る
。
〈
本
紀
〉
も
大
き
く
は
扱
っ
て
い
な
い
。

⑫
④
　
〈
本
紀
〉
は
こ
の
年
、
「
秦
取
魏
安
域
、
至
大
梁
、
燕
、
趨
救
之
、
秦
軍

　
去
。
」
と
記
す
、
「
攻
林
」
と
は
恐
ら
く
こ
の
時
の
戦
い
の
一
部
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
林
は
魏
地
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
安
城
は
、
〈
正
義
〉
に
、
「
地
理
志

汝
南
有
安
城
縣
。
」
と
し
、
〈
集
解
〉
に
は
、
「
括
地
志
云
、
安
城
在
豫
州
汝

デ
ニ

　
陽
縣
東
南
十
七
里
」
と
す
る
。

鯛
　
薮
氏
に
つ
い
て
〈
本
紀
〉
〈
年
表
〉
と
も
に
触
れ
る
所
が
な
い
。
〈
本
紀
V
■

　
は
、
抜
趨
二
城
」
と
記
す
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
薮
氏
は
超
の
地
で
あ
り
、

　
こ
こ
匡
言
う
二
城
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

㈱
　
〈
史
記
、
周
本
紀
V
撮
壬
二
十
四
年
（
秦
昭
王
二
十
六
年
）
に
蘇
属
が
周

　
君
に
謂
っ
空
言
葉
に
、
「
秦
破
韓
、
魏
、
■
朴
師
武
、
北
取
超
藺
、
離
石
者
、
r

　
皆
白
起
也
。
」
と
あ
る
。
そ
の
．
〈
集
解
〉
に
は
、
「
地
理
志
日
西
河
郡
有
藺
、

　
離
石
二
縣
。
」
と
あ
り
、
〈
正
義
〉
に
、
「
括
地
志
云
、
離
石
縣
、
今
石
川
所

　
理
縣
也
。
蘭
近
離
石
、
皆
超
二
邑
。
」
ど
あ
る
。
．
．
離
石
は
超
地
で
あ
る
。
〈
年

　
表
V
趨
の
項
に
、
「
秦
抜
我
石
城
」
と
あ
る
の
は
恐
ら
く
こ
の
離
石
で
あ
ろ

　
う
o

閉
　
〈
本
紀
〉
で
は
二
十
八
年
に
、
「
白
起
攻
楚
、
取
郡
郵
」
と
す
る
。
〈
正
義
〉
・

　
に
は
、
「
郡
郵
二
城
並
在
嚢
州
。
」
と
あ
る
。
．
楚
地
で
あ
る
。

㈱
　
写
真
図
版
で
は
、
「
二
十
八
年
」
の
下
に
更
に
二
文
字
分
の
残
消
の
形
跡

　
が
あ
る
が
、
整
理
小
組
の
「
睡
虎
地
秦
基
竹
筒
」
は
、
上
の
一
字
を
他
か
ら

　
推
し
て
攻
と
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

⑫
9
　
安
陸
は
現
在
湖
北
省
に
あ
る
安
陸
で
、
こ
の
竹
簡
の
出
土
地
で
あ
る
雲

　
夢
、
孝
感
の
近
隣
で
あ
る
。
〈
本
紀
〉
は
、
「
白
起
攻
楚
、
取
郭
爲
南
郡
“
」

　
と
あ
る
。
〈
年
表
〉
に
は
、
「
白
起
撃
楚
、
抜
郭
、
更
東
至
寛
陵
、
以
爲
南

■
郡
。
」
と
あ
る
か
ら
、
楚
軍
は
郭
へ
至
る
途
中
で
安
陸
を
改
め
た
の
で
あ
ろ
．

　
う
。
ま
た
く
年
表
V
楚
の
項
に
、
「
秦
抜
我
郭
、
焼
夷
陵
、
王
亡
走
陳
。
」
と

　
あ
る
。
南
郡
は
現
在
の
江
陵
の
す
ぐ
北
の
あ
た
り
、
夷
陵
は
現
在
の
宜
昌
市
．

　
の
あ
た
り
で
あ
る
。
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、

6
⑭
　
写
真
図
版
で
は
攻
字
の
下
二
字
乃
至
三
字
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
整
理
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
組
の
単
行
本
で
は
二
字
目
を
山
と
す
る
が
そ
れ
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
〈
本

　
紀
〉
は
、
「
蜀
守
若
伐
楚
、
取
巫
郡
、
及
江
南
爲
輪
中
郡
。
」
と
記
し
、
〈
年

　
表
〉
の
楚
の
項
に
は
、
「
秦
抜
我
狐
、
幹
中
。
」
・
と
あ
る
。
〈
正
義
V
に
よ
れ

　
ば
、
「
括
地
志
云
、
巫
郡
在
襲
州
東
百
里
p
」
と
、
ま
た
、
「
騎
申
故
城
在
辰

　
州
涜
陵
縣
西
二
十
里
。
江
南
、
今
騎
府
亦
其
地
也
。
」
と
あ
る
。
涜
陵
は
、

　
現
在
の
長
沙
市
西
百
四
十
キ
ロ
・
ぐ
ら
い
に
あ
り
、
辰
州
と
い
う
の
は
現
在
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
辰
陽
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
．
三
十
年
の
攻
ば
、
二
十
九
年
の
、
「
攻

　
安
陸
」
「
抜
郵
」
の
延
長
と
し
て
行
わ
れ
た
南
征
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

㈹
　
年
次
の
下
に
少
く
と
も
一
字
分
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
が
、
一
字
と
い
う
の

　
は
用
を
な
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
以
下
は
消
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ

　
う
o

㈱
　
啓
■
封
、
は
現
在
の
河
南
省
開
封
県
、
前
漢
文
帝
の
講
を
避
け
て
開
封
に
改

　
め
■
た
と
い
う
。
魏
地
で
あ
る
。

㈱
　
〈
本
紀
〉
に
、
「
客
卿
胡
傷
攻
魏
巻
、
察
陽
、
長
杜
、
取
之
。
」
と
あ
る
。

　
し
か
し
〈
年
表
〉
■
の
魏
の
項
に
は
、
■
「
秦
抜
我
四
城
。
」
と
あ
り
、
〈
本
紀
〉

　
が
三
城
を
数
え
る
の
と
一
致
し
な
い
。
〈
正
義
〉
に
、
「
括
地
志
云
、
察
陽
、

　
今
豫
州
上
察
水
之
場
、
古
城
在
豫
州
北
七
十
里
。
長
杜
故
城
在
許
州
長
杜
縣

　
西
一
里
。
皆
魏
邑
也
。
」
と
あ
る
。
「
察
陽
」
が
「
上
察
水
之
陽
（
川
の
北

　
側
）
」
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
整
理
小
組
塑
言
う
如
く
、
「
察
、
中
陽
」

　
の
誤
り
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
中
陽
は
前
に
出
て
来
た
離
石
の
す
ぐ
南
、

　
戴
氏
の
西
五
十
キ
ロ
に
あ
る
。

馳
　
華
陽
は
〈
本
紀
〉
三
十
三
年
に
、
「
（
胡
傷
）
撃
芒
卯
華
陽
、
破
之
。
」
．
と

　
　
　
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
釈
文
註
解
H

　
あ
る
。
〈
集
解
〉
に
、
「
司
馬
彪
日
、
華
陽
、
亭
名
、
在
密
縣
。
」
と
あ
り
、

　
〈
正
義
V
に
、
「
括
地
志
云
、
故
華
城
在
鄭
州
管
城
縣
南
三
十
里
。
國
語
云
史

　
伯
封
鄭
桓
公
、
號
、
都
十
邑
、
華
其
一
也
。
華
陽
印
此
城
也
。
按
、
是
時

　
韓
、
趨
聚
兵
於
華
陽
攻
秦
、
即
此
集
。
」
と
す
る
。
韓
地
で
あ
る
。

闘
　
年
次
の
記
載
以
下
文
字
の
痕
跡
見
え
ず
。

㈱
　
年
次
の
記
載
以
下
空
白
で
文
字
の
痕
跡
見
え
ず
。

帥
　
〈
本
紀
〉
に
は
こ
の
年
の
記
載
が
無
い
。
〈
本
紀
〉
三
十
六
年
に
、
「
客
卿

　
竈
攻
齋
、
取
剛
、
壽
」
と
あ
る
。
簡
文
の
三
十
七
年
の
記
事
は
こ
れ
を
指
す

　
か
。
憲
は
く
説
文
v
に
、
「
暴
也
。
」
と
あ
る
。
段
注
に
、
「
暴
當
是
本
部
之

　
暴
、
暴
疾
之
字
、
引
伸
爲
暴
馳
也
」
と
あ
る
。
強
奪
の
意
味
に
な
る
が
、
こ

　
こ
で
は
〈
本
紀
〉
が
「
取
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
意
味
上
は
そ
れ
で
よ
い
が
、

　
〈
編
年
紀
V
は
少
く
と
も
秦
に
対
し
て
悪
く
は
言
わ
な
い
立
場
で
あ
る
か
ら

　
少
し
不
可
解
で
あ
る
。
口
に
他
国
名
が
来
る
こ
と
も
、
今
ま
で
の
記
述
例
か

　
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
。
剛
は
〈
正
義
〉
に
、
「
括
地
志
云
、
故
剛
城
在
菟
州

　
襲
丘
縣
界
。
」
と
あ
る
。

㈱
　
〈
本
紀
〉
に
、
「
胡
傷
改
超
閥
與
、
不
能
取
。
」
と
あ
る
。
開
與
に
つ
い
て

　
〈
集
解
〉
は
、
「
孟
康
日
、
音
焉
與
、
邑
名
、
在
上
黛
浬
縣
西
。
」
と
し
、
〈
正

　
義
〉
は
、
「
関
、
於
達
反
。
與
音
預
。
開
與
聚
城
一
名
烏
蘇
城
、
在
瀦
州
銅

　
擬
縣
西
北
二
十
里
、
趨
奮
破
秦
軍
虜
。
又
儀
州
和
順
縣
即
古
開
與
城
、
亦
云

　
舘
蓉
破
秦
軍
虜
。
然
儀
州
與
瀦
州
相
近
、
。
二
所
未
詳
。
文
関
與
山
在
洛
州
武

・
安
縣
西
南
五
十
里
、
趨
奮
拒
秦
軍
於
閥
奥
、
帥
山
北
也
。
按
、
開
與
山
在
武

　
安
故
城
西
南
、
又
近
武
安
故
城
、
蓋
儀
州
是
所
封
故
地
。
」
．
と
あ
る
。
〈
年
表
〉

　
で
ば
秦
昭
王
三
十
七
年
、
■
韓
の
項
に
、
「
秦
撃
我
関
與
城
、
不
抜
。
」
と
す
る
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
一
．
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阪
南
論
集
　
人
文
・
自
然
科
学
編
　
第
二
十
三
巻
第
四
号

　
写
真
図
版
で
は
こ
の
条
は
全
体
に
は
っ
き
り
せ
ず
、
殆
ん
ど
解
読
不
可
能
の

　
如
き
で
あ
る
。
整
理
小
組
は
恐
ら
く
原
簡
か
、
も
っ
と
鮮
明
な
写
真
に
よ
っ

　
て
判
読
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

㈱
　
〈
本
紀
〉
に
は
こ
の
条
の
記
載
が
な
い
。
〈
年
表
〉
に
は
魏
の
項
に
、
「
秦

　
抜
我
懐
城
。
」
と
だ
け
あ
り
、
〈
編
年
記
V
の
、
「
攻
懐
」
と
一
致
す
る
。

胆
①
　
四
十
は
拙
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

ω
　
〈
本
紀
〉
に
、
「
夏
、
攻
魏
、
取
邪
丘
、
懐
。
」
と
あ
る
。
〈
集
解
〉
に
、

　
〈
徐
廣
日
、
邪
丘
在
平
皐
。
駆
案
、
韓
詩
外
得
武
王
伐
紺
、
到
干
邪
丘
、
勒

　
丘
於
寧
、
更
名
邪
丘
日
懐
、
寧
日
修
武
。
」
と
あ
る
。
ま
た
く
正
義
V
に
は
、

　
「
括
地
志
云
、
平
皐
故
城
本
那
丘
邑
、
漢
置
平
皐
縣
、
左
懐
川
武
徳
縣
東
二

　
十
里
。
散
懐
城
、
周
之
懐
邑
、
在
懐
州
武
陵
縣
西
十
一
星
。
」
と
あ
る
。
〈
年

　
表
〉
魏
の
項
に
、
「
秦
抜
我
虞
丘
。
」
と
あ
り
、
そ
の
〈
集
解
〉
に
、
「
徐
廣

　
日
、
或
作
那
丘
」
と
す
る
か
ら
邪
丘
は
も
と
よ
り
魏
地
で
あ
る
。

⑳
　
少
曲
に
つ
い
て
記
載
は
〈
本
紀
〉
〈
年
表
〉
に
な
い
。

㈱
　
こ
の
簡
は
年
次
の
記
載
す
ら
無
い
。
写
真
図
版
を
見
る
限
り
一
・
切
文
字
の

　
形
跡
が
な
い
。
〈
本
紀
〉
に
は
、
「
白
起
攻
韓
、
抜
九
城
」
事
が
あ
げ
ら
れ
て

　
い
る
が
、
〈
年
表
〉
韓
に
は
、
「
秦
抜
我
脛
。
城
扮
労
。
」
と
あ
る
の
み
で
こ

　
れ
も
又
他
一
切
の
記
述
は
な
い
。

幽
　
太
行
は
、
現
在
の
太
行
山
区
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
〈
本
紀
〉
に
、
「
攻
韓

　
南
陽
」
と
あ
る
か
ら
こ
れ
も
韓
地
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
稿
）

　
以
上
く
編
年
記
V
の
初
、
昭
王
元
年
か
ら
四
十
四
年
ま
で
の
大
事
記
を
、

〈
史
記
V
の
〈
秦
本
紀
〉
、
〈
六
國
年
表
〉
に
随
っ
て
注
釈
を
加
え
て
み
た
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

睡
虎
地
第
十
一
号
秦
墓
の
恐
ら
く
墓
王
と
考
え
ら
れ
る
喜
ば
、
昭
王
四
十
五
年

に
生
れ
て
い
る
。
喜
か
た
ど
っ
た
事
跡
を
交
え
な
が
ら
次
稿
で
昭
王
四
十
五
年

以
下
を
注
釈
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
六
十
三
年
一
月
二
十
七
目
受
理
）
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